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編 集 後 記

　昨年（2020 年）1 月に中国湖北省武漢市で原因不
明の肺炎のアウトブレイクがあり，新型のコロナウ
イルスであることが同定され，1 年が過ぎました．
今月号の編集後記は岡部が担当していますが，昨年
の 6 月号の担当の時には，わが国の人口あたりの死
亡者・感染者は欧米に比しごく少数に留まり，国内
外で小児における患者発生数・重症者数は少ないも
のの，小児の心身への影響，乳幼児健診や予防接種
の遅れ，Multisystem Inflammatory Syndrome in 
Children （MIS‒C）などの課題があることなどに触
れています．昨年の 10 月号の担当の時には，感染者
は数的には多くなっているものの，いぜんとして国
内外での小児における感染者数は少なく軽症が多
く，国内では小児の死亡例もないこと，日本小児科
学会のホームページ上で関連情報が掲載されている
ことなどの紹介をしています．
　本号（2 月号）編集時には，感染者数の急峻な増
加に加えて入院医療機関の逼迫状況などから 11 都
府県を対象とした緊急事態宣言が行なわれています
が，国内での小児の感染者数，重症化数はいぜん少
なく留まり，MIS‒C 例・死亡例の報告はありませ
ん．少なくとも小児についてはその感染からは免れ
る状況が続いてほしいと願うばかりですが，変異ウ
イルスの動向をはじめ動向の注視はもちろん続ける
必要があります．

　さて，今月号の特集は「小児輸液 revisited―“い
つもの輸液”を見直そう」です．輸液は日常茶飯事
に行われる医療行為ですが，小児科医にとっては成
人と異なるまさに小児科医らしさが発揮されるとこ
ろです．私も研修医時代にその理論，実施方法，加
えてルート確保手技などを，頭と手で必死に学びま
した．今回の特集では，小児輸液に関する基本・実
践・初期維持輸液・病態別のポイント・ICU や術後
管理・新生児輸液などについて，各分野のエキス
パートに執筆して頂いています．“いつもの輸液”に
ついて，知識の整理・見直し・確認そして最新情報
に触れることができる，若手にも中堅にも大ベテラ
ンにも，小児を診る先生方にはぜひご一読をお勧め
したい特集です．
　症例として，早期診断により外科的治療が行われ
術後経過が良好となった乳児例，髄膜炎との鑑別を
要した頸椎椎間板石灰化症の学童例と，まれな症例
の報告を頂き，日本医科大学小児科学教室からは，
栄養・代謝・内分泌分野に関する外国論文の紹介を
頂いています．
　昨年 6 月号，10 月号の編集後記と同じ締めくくり
ですが，新型コロナばかりが病気ではない，と雰囲
気を変えてどうぞ本誌をお楽しみください．

（岡部　信彦）
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